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中川おうちでどんちゃん夜の部　分散花火大会　７月31日（土）

今月の主な内容
●中川おうちでどんちゃん　P２
●９月１日は防災の日　P３
●教育委員会だより　Ｐ４
●農業委員会だより　Ｐ９・10
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中
川
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
代
替
企
画

「
中
川
お
う
ち
で
ど
ん
ち
ゃ
ん
」

が
、
７
月
31
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
祭
り
は
、
４

月
28
日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
主
催
４

団
体
代
表
者
会
議
に
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
密
集
回
避
を
基
本
に
規
模

を
縮
小
し
て
開
催
す
る
方
針
が
確
認

さ
れ
、
代
替
企
画
と
し
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
昼
に
大
道
芸
シ
ョ
ー
の
中

継
、
夜
に
は
４
か
所
で
の
分
散
花
火

大
会
を
行
い
、
ま
た
、
当
日
前
後
に

は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

例
年
の
ど
ん
ち
ゃ
ん
と
は
大
き
く

内
容
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
多

く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
う
え
で
開

催
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
の
み
な
さ
ん
、
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

①・②
大
道
芸
人
「
オ
マ
ー
ル
え
び
」

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
み
あ
う
ー
ち
ゃ
ん
も

登
場

③
子
ど
も
向
け
お
楽
し
み
企
画
と
し

て
、
保
育
園
以
上
児
と
小
学
生
に

花
火
セ
ッ
ト
を
配
布

④
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
に
て
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
開
催
当
日
限
定
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
イ
ベ
ン
ト
特
別
出
店

⑤
・
⑥
・
⑦
分
散
花
火
大
会

中川どんちゃん祭り
公式キャラクター
「Donちゃん」

代替企画

中
川
お
う
ち
で

　
　ど
ん
ち
ゃ
ん

アンケートに
ご協力ください

　今後の企画の参考とする
ため、開催後アンケートを
実施します。
右 の 二 次 元
コ ー ド か ら
回 答 を お 願
いします。

②

③④

⑤

⑥

①

⑦
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昨
年
の
７
月
豪
雨
で
は
、村
内
で
も

土
石
流
が
発
生
し
、２
世
帯
の
住
民
の

方
に
避
難
指
示
（
警
戒
レ
ベ
ル
４
）を

発
令
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、近
年
頻
発
す
る
豪
雨

や
地
震
な
ど
に
よ
る
災
害
が
、い
つ
身

の
周
り
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
自
然
災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、日
頃
の
備
え
に
よ
り
被
害

を
減
ら
す
こ
と
（
減
災
）は
で
き
ま
す
。

　
防
災
に
つ
い
て
「
自
分
で
で
き
る

こ
と
」、「
家
族
で
で
き
る
こ
と
」、「
ご

近
所
と
力
を
合
わ
せ
て
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
、災
害
へ
の
備
え
を
万
全
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
災
害
の
犠
牲
と
な
ら
な
い

�

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
年
５
月
、
災
害
対
策
基
本
法
が

改
正
さ
れ
、
避
難
情
報
の
名
称
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
３
「
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
」
は
、「
高
齢
者

等
避
難
」、
警
戒
レ
ベ
ル
５
「
災
害

発
生
情
報
」
は
、「
緊
急
安
全
確
保
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
と
さ
れ
て

い
た「
避
難
勧
告
」と「
避
難
指
示
」

は
、「
避
難
勧
告
」
が
廃
止
と
な
り
、

「
避
難
指
示
」に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。

「
警
戒
レ
ベ
ル
３
・
高
齢
者
等
避

難
」
の
発
令
で
、
避
難
に
時
間
を
要

す
る
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
は
避
難
を
開
始
し
、「
警
戒
レ
ベ

ル
４
」（
避
難
指
示
）
の
発
令
で
、

対
象
地
域
に
い
る
全
員
が
避
難
を
開

始
し
ま
す
。

　
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」と
い

　

災
害
時
の
避
難
や
救
助
に
は
、
隣

近
所
と
の
助
け
合
い
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

日
頃
か
ら
、
身
の
ま
わ
り
の
危
険

箇
所
の
情
報
を
共
有
し
た
り
、
お
互

い
の
様
子
を
気
に
か
け
、
い
ざ
と
い

う
時
に
は
、
早
め
に
声
を
か
け
合

い
、
協
力
し
て
避
難
・
救
助
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
各
地
区
で
行
わ
れ
る
防
災

訓
練
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
お
互

い
に
顔
の
見
え
る
関
係
を
つ
く
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。総

務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

う
意
識
を
強
く
持
ち
、逃
げ
遅
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、警
戒
レ
ベ
ル
４（
避

難
指
示
）の
う
ち
に
、必
ず
危
険
な
場

所
か
ら
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
際
は
、隣
近
所
へ
も
声
を

か
け
、支
援
が
必
要
な
方
が
い
た
場
合

は
、助
け
合
っ
て
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
村
か
ら

警
戒
レ
ベ
ル
３
や
４
が
発
令
さ
れ
る

の
を
待
た
ず
、
気
象
情
報
や
河
川
の

　
「
中
川
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

に
は
、「
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒

区
域
」、「
想
定
浸
水
区
域
」が
記
載
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
避
難
場
所
や
防
災

関
係
施
設
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
み
な
さ
ん
で
、
自
宅
周
辺

の
危
険
箇
所
や
、
災
害
ご
と
の
避
難

場
所
・
避
難
経
路
な
ど
を
事
前
に
確

認
し
、
速
や
か
に
避
難
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
中
川
村
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要

な
方
は
、
危
機
管
理
係
ま
で
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

�
９
月
１
日
は
防
災
の
日

災
害
時
の
対
応
を
確
認

し
ま
し
ょ
う 

「
警
戒
レ
ベ
ル
４
」は

「
避
難
指
示
」に
一
本
化

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

地
域
の
つ
な
が
り
が大切

で
す

水
位
情
報
な
ど
を
参
考
に
、
早
め
の

自
主
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
避
難
指
示
な
ど
は
、
村
長

の
判
断
で
発
令
さ
れ
る
た
め
、
気
象

庁
が
発
表
す
る
警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情

報（
注
意
報
や
警
報
な
ど
）と
は
、
一

致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
警
戒
レ
ベ
ル
は
、
必
ず
し
も
段
階

を
踏
ん
で
発
令
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

昨年の地域集中訓練の様子
（渡場・柳沢地区）
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建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
63

タワシとタオルが流入し詰まった
ポンプの引き上げの様子

水
に
溶
け
な
い
も
の
は

絶
対
に
流
さ
な
い
！

　

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
と
は
、数
十
件

の
家
庭
の
汚
水
を
集
め
、下
水
道
専
用

の
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
汚
水
を
送
り

出
す
施
設
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
ポ

ン
プ
に
異
物
が
詰
ま
る
こ
と
に
よ
る

故
障
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
や

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
水
に

溶
け
な
い
も
の
を
流
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
や
、雑
巾・ハ
ン
カ
チ・下
着

類
・
掃
除
用
具
類
な
ど
の
不
注
意
に

よ
り
流
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

異
物
流
入
に
よ
る
故
障
が
発
生
す

る
た
び
に
専
門
業
者
が
駆
け
つ
け
て

分
解
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、高
額
な

修
繕
費
用
が
発
生
し
て
い
ま
す
。維

持
管
理
費
用
の
増
加
は
、下
水
道
使

用
料
の
値
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、水
に
溶
け
な
い
も
の
は
絶
対
に

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

○
台
所

・
調
理
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
食
用

廃
油
や
酒
類
は
流
さ
な
い
。

○
ト
イ
レ

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
流

さ
な
い
。

・
使
用
後
は
、
適
量
の
水
で
流
す
。

○
風
呂
、
洗
濯
場
、
洗
面
所

・
髪
の
毛
、
布
く
ず
は
流
さ
な
い
。

○
そ
の
他

・
下
水
道
は
ゴ
ミ
捨
て
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
有
害
物
質
や
危
険
物
な

ど
は
絶
対
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
を
正
し
く
使
用
す
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
！

教
育
委
員
会
だ
よ
り

　

７
月
14
日（
水
）に
今
年
度
の
第
１

回
中
川
村
総
合
教
育
会
議
が
中
川
村

役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
教
育
会
議
と
は
、
村
と
教
育

委
員
会
が
相
互
に
連
携
を
図
り
つ

つ
、
民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
会
議
で
す
。

　

会
議
で
は
、
ま
ず
今
年
度
の
主
な

事
業
と
課
題
に
つ
い
て
、
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

  

事　
業

　
【
学
校
教
育
】

①
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
あ
り

方
検
討

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

③
学
校
の
働
き
方
改
革
（
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
）

　
【
社
会
教
育
】

①
重
要
文
化
財
坂
戸
橋
に
係
わ
る

諸
行
事

②
地
域
ガ
イ
ド
育
成
講
座

③
文
化
・
体
育
施
設
の
整
備

  

課　
題

　
【
学
校
教
育
】

①
保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
あ
り

方
検
討

②
学
校
指
導
要
領
な
ど
新
た
な
教

育
に
向
け
た
体
制
整
備

③
学
校
施
設
の
老
朽
化
・
設
備
の

経
年
劣
化

　
【
社
会
教
育
】

①
歴
史
民
俗
資
料
館
お
よ
び
周
辺

整
備

②
ア
ン
フ
ォ
ル
メ
ル
中
川
村
美
術

館
ほ
か
社
会
施
設
の
利
用
促
進

③
文
化
・
体
育
施
設
の
老
朽
化
、

設
備
の
経
年
劣
化

　

そ
の
後
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
、
小
・
中
学
校
の
あ
り
方

検
討
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
教
育
が
良
い
の

か
、
体
系
的
に
あ
る
べ
き
姿
を
追
求

し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
専
門
教
員

を
確
保
す
る
な
ど
、
教
職
員
の
充
実

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

に
つ
い
て
、パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
い

く
中
で
、
ど
う
し
た
ら
子
ど
も
た
ち

総
合
教
育
会
議

開
催
さ
れ
る

教
育
委
員
会

定
例
会
の
開
催

　

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
定
例
会

を
開
催
し
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
こ
れ
ま
で
の
会
議
で

は
、
重
点
事
業
お
よ
び
予
算
、
保
育

園
、
小
・
中
学
校
の
あ
り
方
検
討
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、各
会
議
・
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
か
ら
出
る
汚
水
は
、
自
然
流
下
と
村
内
約
60
か
所
に
設
置
さ
れ
た

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
で
の
圧
送
に
よ
り
各
処
理
場
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す

が
、
異
物
流
入
に
よ
る
ポ
ン
プ
の
故
障
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
衛
生
的
で
快
適
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
設
備

で
す
。
今
一
度
、
正
し
い
使
用
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

が
、
情
報
モ
ラ
ル
を
も
っ
て
使
用
で

き
る
か
。
ま
た
、
使
用
す
る
環
境
整

備
に
つ
い
て
、話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
の
推
進

に
つ
い
て
、
今
後
の
地
産
地
消
の
推

進
、
生
産
者
組
織（
お
い
し
い
野
菜

届
け
隊
）の
充
実
、
給
食
費
の
軽
減

に
つ
い
て
、
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会

TEL 

88
―
１
０
０
５



　

№519広報5

保健センター　TEL88-3002

朝ごはんを大切に

　暑い日が続いています。寝苦しくなかなか寝つけなかったり、夏休み明けで夜ふかしの生活が続いてし
まったり、就寝時刻が遅くなる方も多いのではないでしょうか。夜型の生活になることで朝も遅くなり、
朝食が食べられない…、なんてことありませんか？　バテ気味になる夏、朝食を食べて元気な1日のスター
トを切りましょう。

☀朝食の役割
午前中の活動のエネルギーになる
人は寝ている間にもエネルギーを使っています。寝ている間に筋肉や肝臓に蓄えておいたエネルギー
を使ってしまうので、午前中活動するためには、新しくエネルギーを取り込む必要があります。

脳へエネルギーを供給する
脳は大量のエネルギーを消費しますが、脳が使えるエネルギーはブドウ糖だけです。
体はブドウ糖を蓄えておけますが、脳は蓄えることができないので常に体からブ
ドウ糖が送られています。朝の空っぽの体では脳に送るブドウ糖が足りず、ぼーっ
として、頭がしっかり働きません。

栄養のバランスをとる
朝食をとらず、昼食と夕食だけで１日に必要な栄養素をとるのは大変です。また、代謝の落ちる夜
にたくさん食べてしまうと余分なエネルギーが脂肪として蓄えられ、肥満や生活習慣病の要因にな
ります。

体温を上げ、体を目覚めさせる
眠っている間は体温が下がり、血圧が低くなっています。朝食にご飯やパンなどの炭水化物を食べ
ると血糖値が上がり体温も上がります。すると、血流が良くなりエネルギーが体の隅々まで運ばれ
体が目覚めます。

体のリズムを整える
体に朝が来たことを教え、体内時計をリセットする働きがあります。それにより代謝が上がり、太
りにくくなります。また、朝食を抜いてしまうと空腹の状態が長く続き、体は次にいつエネルギー
がとれるか分からないので、余分なエネルギーを脂肪として蓄えようとし、太りやすくなります。

☀バランスのよい朝ごはんを目指してステップアップ
普段の朝ごはんの内容を１品増やして、さらに栄養バランスのよい朝ごはんにしましょう。
　①何も食べていない または コーヒーやお茶、ジュースのみ
　②何か1品食べている
　　　主食（ご飯、パン）、牛乳・乳製品、果物
　③主食＋１品食べている
　　　ご飯＋納豆、パン＋スープ…、など
　④主食＋おかず（主菜、副菜）を食べている
　　　ご飯＋納豆＋みそ汁、パン＋目玉焼き＋スープ…、など
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私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
平
成
30
年
に
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
村

の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36

景
”
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
田
島
地

区
の
新
井
墓
地
に
あ
る
石
仏
群
の
風

景
で
す
。

　

墓
地
の
入
口
に
は
、
高
遠
の
名
石

工
守も

り

屋や

貞さ
だ

治じ

が
２
０
０
年
以
上
前
に

彫
っ
た
と
さ
れ
る
２
体
の
地
蔵
菩
薩

像
が
立
ち
並
ん
で
お
り
、
そ
の
内
１

体
は
貞
治
の
石
仏
の
中
で
も
大
き
い

作
品
で
、
願
主
は
理
兵
衛
堤
防
を
完

成
さ
せ
た
松
村
理
兵
衛
忠た

だ
よ
し良

で
す
。

　

ま
た
、
墓
地
の
奥
に
は
元
禄
時
代

に
彫
ら
れ
た
田
島
地
区
で
最
古
と
さ

れ
る
石
碑
も
立
ち
、
石
仏
群
と
あ
わ

せ
風
情
あ
ふ
れ
る
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

Point 

歴
史
あ
る
石
仏
の
風
情

共
同
墓
地
の

�

石
仏
群（
田
島
）

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

28

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

中川西小
　　●

●
中
川
中

牧
ヶ
原
ト
ン
ネ
ル

●片桐保育園

●チャオ 天の中川河川公園

天の中川橋

天
竜
川

GS

中川西小学校前

中川片桐

中川田島

中川中学校入口

218

　　９月の星空★天体情報

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★

天体あれこれ　「中秋の名月」
　今年の中秋の名月は？「中秋の名月」と言えばお団子にススキのイメージがありますが、今年の中秋の
名月は９月21日（水）になります。それも満月です。「あれ！ 中秋の名月は満月じゃないの？」と思った方
がいらっしゃるかもしれません。中秋の名月は必ずしも「満月」ではないのです。このような現象はしば
しば起きます。ではなぜかと申しますと、理由は２つあります。１つ目は中秋の名月は太陰太陽暦の日付（新
月からの日数）で決まりますが、満月は太陽・地球・月の位置で決まるからです。２つ目は月の公転軌道
が楕円であり新月から満月までの日数が13.9日から15.6日と大きく変わるからです。このため中秋の名月
と満月になるタイミングは若干ずれます。それが今年はピッタリとタイミングが合ったわけです。晴れて
いればきれいな中秋の名月が見られるはずです。その時はお団子とススキを用意して眺めてみてはいかが
でしょうか。

銀河ドームから

★９月にみえる惑星・衛星　　　天王星　海王星　月

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時30分〜９時30分　TEL 88ー4288

停電情報や電気に関するお問い合わせ、
これからは「スマホ」で、「アプリ」で。

ios Android
ダウンロード無料！

＊ご利用可能なバージョンは
　ios10以上となります。

＊ご利用可能なバージョンは
　AndroidTM6.0以上となります。

◆お問い合わせ先：0120-985-232
◆受付時間：月～金曜／9:00～17:00
（土曜、日曜、祝日、年末年始はお休み
　させていただきます。）

停電情報お知らせサービス
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伐
採
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
自
分
で
所
有
す
る
山
で
あ
っ
て
も
、森
林
の
立
木
伐
採
を
行
う
時
に
は
、

事
前
に
伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
届
出
書
（
伐
採
届
）
の
提
出
を
行
う

こ
と
が
森
林
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
適
正
か
つ
計
画
的
な
森
林
資
源
の
利
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
伐
採

後
に
お
い
て
造
林
が
行
わ
れ
ず
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
が
失
わ
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
伐
採
前
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
が
必
要
と
な
る
場
合

　

保
安
林
お
よ
び
保
安
施
設
地
区
を

除
く
民
有
林
（
地
域
森
林
計
画
対
象

森
林
）
で
伐
採
を
行
う
場
合
で
す
。

　

ま
た
、
伐
採
後
に
太
陽
光
発
電
施

設
を
設
置
す
る
な
ど
、
森
林
以
外
の

用
途
で
使
用
す
る
場
合
に
も
提
出
が

必
要
で
す
。

提
出
す
る
人

　

森
林
所
有
者
が
自
分
で
伐
採
お
よ

び
造
林
を
行
う
場
合
は
森
林
所
有
者

が
提
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
伐
採
を
行
う
者
と
、
造
林

を
行
う
者
（
森
林
所
有
者
）
が
異
な

る
場
合
は
連
名
で
提
出
し
ま
す
。

提
出
す
る
場
所

　

伐
採
す
る
森
林
が
所
在
す
る
市
町

村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
時
期

　

伐
採
を
開
始
す
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

伐
採
届
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合

　

提
出
を
せ
ず
に
伐
採
を
行
う
こ
と

は
森
林
法
違
反
と
な
り
、
伐
採
の
中

止
命
令
や
伐
採
後
の
造
林
命
令
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

伐
採
の
中
止
命
令
や
伐
採
後
の
造

林
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
森
林

法
の
規
定
に
よ
り
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。全

て
の
伐
採
で
提
出
が
必
要
？

　

除
伐
や
法
令
に
基
づ
く
測
量
の
た

め
の
伐
採
な
ど
、
森
林
法
で
規
定
さ

れ
た
伐
採
は
提
出
の
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
保
安
林
お
よ
び
保
安
林
施

設
地
区
で
の
伐
採
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
え
る
開
発
を
伴
う
伐
採
を
行
う

場
合
は
、
上
伊
那
地
域
振
興
局
林
務

課
治
山
係
（
TEL 

76
―
６
８
２
７
）

へ
許
可
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

伐
採
の
内
容
に
よ
り
記
載
内
容
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
伐
採
計
画
が
決

ま
っ
た
ら
事
前
に
産
業
振
興
課
耕
地

林
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

個
人
・
法
人
に
よ
ら
ず
、
売
買

契
約
の
ほ
か
、相
続
、贈
与
な
ど
に

よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得

し
た
場
合
に
、
事
後
の
届
出
と
し

て
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
面
積
が
小

さ
く
て
も
届
出
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出

を
提
出
し
た
場
合
は
対
象
外
で
す
。

届
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
、氏
名
、所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、所
有
権
移
転
の

原
因
、土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

な
ど
を
記
載
し
ま
す
。

添
付
書
類

　

登
記
事
項
証
明
書
ま
た
は
土
地

売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し

た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
の
写
し
、

土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要

で
す
。

※
届
出
を
し
な
い
、
ま
た
は
虚
偽

の
届
出
を
し
た
場
合
は
、
10
万

円
以
下
の
過
料
が
科
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
耕
地
林
務
係

内
線
32

種
類
ご
と
の
特
徴
を
覚
え
、

確
実
な
鑑
別
を
し
た
う
え
で

野
生
の
キ
ノ
コ
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

野
生
キ
ノ
コ
に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

県
内
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目

撃
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ク
マ
は
本
来
臆
病
で
人
間

に
気
づ
け
ば
自
ら
逃
げ
る
習
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。
山
の
中
で

起
き
る
人
身
事
故
は
、
ク
マ
が

餌
探
し
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た

り
し
て
人
間
に
気
付
か
ず
、
驚

い
て
自
身
の
身
を
守
る
た
め
襲

う
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
山
に
入
る
際
は
次
の
点
に
注

意
し
、
熊
と
遭
遇
す
る
の
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

・
目
立
つ
服
装
を
心
が
け
る

・
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
、
音
の
出

る
物
を
持
つ

※
特
に
明
け
方
と
夕
方
は
ク
マ

の
活
動
が
活
発
で
す
。
こ
の

時
間
帯
は
特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

例
年
、
県
内
で
は
9
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
誤
っ
て
有
毒
キ
ノ
コ
を
食

べ
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
家
庭
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し

て
有
毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

① 

知
ら
な
い
キ
ノ
コ
は

　 

採
ら
な
い
、食
べ
な
い
、　
　
　

　 

売
ら
な
い
、人
に
あ
げ
な
い
！

② 

キ
ノ
コ
の
特
徴
を

　
　
　
　
　
　
完
璧
に
覚
え
る
！

　

安
全
で
お
い
し
い
キ
ノ
コ
だ
け
を

覚
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
際
、
よ
く
似
た
キ
ノ
コ
の
特

徴
と
比
較
し
な
が
ら
、
確
実
に
鑑
別

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

誤
っ
た
言
い
伝
え
や
迷
信
を
　

　 

信
じ
な
い
！

　
「
柄
が
縦
に
裂
け
る
キ
ノ
コ
は
食

べ
ら
れ
る
」、「
ナ
ス
と
一
緒
に
煮
る

と
毒
消
し
に
な
る
」と
い
っ
た
言
い

伝
え
は
誤
り
で
す
。

山
に
入
る
と
き
は

ク
マ
に
注
意
！

森
林
の

土
地
所
有
者
制
度
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７月15日（木）　乳幼児救急法講習会
　コロナの影響で１年半ぶりの開催となりました。感染対策
のため４組限定で９人の参加でした。南消防署の中島さんか
ら、熱中症の対処法や救急車を呼ぶタイミングなどの話を聞
き、AEDの操作の体験をしました。

vol.118

今月はみなかた保育園
「りす１組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分

【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの９月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：９月 ７ 日（火）　午前10時〜午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・来入園児顔合わせ会『保育園入園を前に…』①　予約制
　日時：９月14日（火）　午前10時30分〜
　＊予約人数が多い場合は10日（金）も行います。
・助産師さんを囲んで おしゃべり＆相談会　予約制
　日時：９月24日（金）　午前10時30分〜
　＊個別相談は予約でお受けします。
※急な変更となる場合がありますので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

りす１組（年少）
男の子６人　女の子５人　合計11人

虫や生き物に興味津 ！々
これからもいっぱい捕まえるぞ〜！！

vol.119

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

ストローを切って、紐を通して、
ネックレスとブレスレットが完成！

おしゃれでしょ？
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中川村農業委員会事務局
TEL88－3001 内線34

中川村

だより

令和3年8月号

農 業 委 員 会

会
長
あ
い
さ
つ

　

平
成
30
年
９
月
か
ら
21
期
が
ス
タ
ー
ト
し
、
も
う
す
ぐ
３

年
の
任
期
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
３
年
間
は
農

業
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
っ
た
新
た
な
業
務
推
進
を
求
め
ら

れ
た
３
年
間
で
し
た
。

　

国
は
令
和
２
年
、
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

を
樹
立
、
農
業
生
産
基
盤
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
そ

こ
に
は
実
質
的
食
料
自
給
率
37
パ
ー
セ
ン
ト
台
か
ら
の
脱

却
、
農
地
の
荒
廃
化
の
歯
止
め
な
ど
、
大
き
な
課
題
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
農
地
利
活
用
や
農
業
担
い
手
へ

の
農
地
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
に
つ
い
て
、
当
農
業
委
員
会
も
体

制
を
整
え
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
が
重
要
な
農
政
施
策
と
し
て
全
国
の
市
町
村

で
策
定
を
求
め
て
い
る
「
実
質
化
し
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
具
体

的
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
来
期
へ
の
大
き
な
宿
題
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
で
新
規
就
農
希
望
者
や
親
元
就
農
者
も
少
人
数

で
す
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
資
金
面
、
農
地

確
保
、
技
術
指
導
な
ど
に
お
け
る
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

国
は
以
前
に
も
増
し
て
全
国
の
農
業
委
員
会
に
対
し
、
地

域
農
業
課
題
解
決
の
一
翼
を
担
う
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
当

農
業
委
員
会
と
し
て
も
み
な
さ
ん
と
同
じ
目
線
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

中
川
村
農
業
委
員
会

会
長  

米
山 

清
比
古

（
柏
原
）

耕作放棄地を解消して新たな農業担い手へ

　８月３日（火）に、葛島地区
の八ツ手で、農業委員・推進
委員による耕作放棄地の解消
作業を行いました。10年以上
使われずに草や雑木が繁茂し
ていた農地約27アールを、き
れいに耕しました。今後は新
規就農者が借受け、野菜を栽
培する予定です。
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活
動
紹
介

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
管
内
の
農
地
の
実

態
把
握
や
農
地
の
違
反
転
用
が
無
い

か
ど
う
か
を
、
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
営
農
セ
ン

タ
ー
幹
事
と
と
も
に
確
認
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
６
月
25
日（
金
）に
全
地

区
を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
農
地
所
有
者
に
対
し
て
利

用
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
は
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
保
全
の
た
め
に
、
草
刈
り
や

耕
起
な
ど
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

村
長
へ
「
意
見
書
」
を
提
出

　

７
月
28
日（
水
）に
、
農
業
委
員
会

長
が
「
中
川
村
農
業
施
策
に
関
す
る

意
見
書
」
を
村
長
へ
提
出
し
、
農
業

施
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書
は
、
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
村
内
の
農
業
者
か
ら
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
担
い
手
農
業
者
へ

の
支
援
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
対

す
る
支
援
、
農
業
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
用
な
ど
５
項
目
に
つ
い
て

で
す
。
意
見
書
の
全
文
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

農地パトロール

耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、

新
規
就
農
者
へ
あ
っ
せ
ん

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
よ
り
、
村
内
に
お
い
て
も
耕
作
放

棄
地
の
増
加
が
年
々
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
・

推
進
委
員
自
ら
が
耕
作
放
棄
地
を
解

消
し
、
新
規
就
農
者
へ
あ
っ
せ
ん
す

る
取
り
組
み
を
昨
年
度
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
３
日（
火
）に
は
、
雑
草
や
雑

木
が
繁
茂
し
て
い
る
片
桐
地
区
と
葛

島
地
区
の
耕
作
放
棄
地
合
計
32
ア
ー

ル
に
お
い
て
、
草
刈
り
や
伐
採
、
重

機
に
よ
る
伐
根
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
の

耕
起
な
ど
の
作
業
を
実
施
し
、
農
作

物
の
作
付
け
が
可
能
な
状
態
に
な
り

ま
し
た
。

農地として復元された耕作放棄地

自分の農地であっても許可が必要です！！

これらは違反転用です

　農地を作物を作る以外の目的で使用する場合には、原則、許可が必要です。違反した場合は、農
地に復元する命令が下されたり、場合によっては３年以下の懲役または300万円以下の罰金が科
されることがありますのでご注意ください。

詳しくは、お近くの農業委員・推進委員、または農業委員会事務局へお問い合わせください

農地を駐車場にした 農地を資材置き場にした

農地に農業用倉庫を置いた
※２アール未満の農地を農業用施設用地
　として使用する場合は、許可不要ですが
　届出が必要

意見書を提出する米山会長と安富職務代理
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本との出会い 中川村図書館

だ よ り図書館
●2021年8月／第 137 号●　　中川村片桐4757　　TEL  88−1005

原爆の絵展平和
企画 ご来場ありがとうございました。

来場者の感想より

＊衝撃的でした。
　頭では思い浮かべていた
事が絵として、その瞬間が
描かれてあらわされている
絵を見ると、本当に悲惨で、
二度とあってはならない光
景だと感じました。

＊絵を描いた高校生たちが、
その場にいたかのような絵
をかけることが、体験のお
話をわがことのように向き
合っているのだろうと感じ
ました。

＊話を聞いてその現場で見
たかのように描く力と努力。
話をされた方もうれしかっ
たと思います。こんな悲惨
な事が二度と起きないよう
多くの人に見てもらいたい
ですね。

　「原爆の絵」の活動の記
録、『平和のバトン』（弓狩
匡純著・くもん出版）が図書
館にありますので、ぜひ、
ご覧ください。

　
図
書
館
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、い
つ
も
よ
り
早
め
に
平
和
企
画
『
広

島
市
立
基
町
高
等
学
校
の
生
徒
が
描
く
「
原
爆
の
絵
展
」』
を
行
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な
Ｐ
Ｒ
が
で
き
た
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
聞
記
事
や
チ
ラ
シ
を
見
て
見
学
に
来
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
８
月
は
原
爆
忌
・
終
戦
記
念
日
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が

多
く
あ
る
月
で
す
。
８
月
い
っ
ぱ
い
、
図
書
館
入
口
に
「
平
和
を
考

え
る
本
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

も
と
ま
ち

８
月
30
日（
月
）〜

　
９
月
６
日（
月
）

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
入

れ
替
え
の
た
め
、
臨
時

休
館
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
返
却
さ

れ
る
方
は
、
返
却
本
を

図
書
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

臨
時
休
館
の

　お
知
ら
せ
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中
川
村
の
奇
石
・
名
石
・
珍
石

実
際
寺
の
舟
石

じ
っ
さ
い

　じ

ふ
な
い
し

　

中
央
地
区
の
笠

 
と
う
し
ょ
う
ざ
ん

招
山
実
際
寺
の

庭
に
、「
舟
石
」
と
呼
ば
れ
る
石
が

あ
る
。
高
さ
60
㎝
ほ
ど
の
台
石
に

載
っ
た
、長
さ
80
㎝
、幅
32
㎝
、高
さ

25
㎝
の
舟
の
形
を
し
た
石
で
あ
る
。

　
「
舟
石
」
は
、
日
本
庭
園
の
池
庭

や
枯
山
水
の
「
石
組
」
と
呼
ば
れ
る

技
法
に
使
わ
れ
る
石
で
、
蓬ほ

う

莱ら
い

島
へ

向
か
う
舟
を
現
し
て
い
る
。
ほ
か
に

も
周
囲
に
は
変
わ
っ
た
形
の
石
が
い

く
つ
か
あ
り
、
今

は
無
人
の
こ
の
寺

に
立
派
な
庭
園
が

あ
っ
た
こ
と
を
伺

わ
せ
て
い
る
。

　

実
際
寺
は
、
鎌

倉
時
代
・
弘
安
元

年（
１
２
７
４
年
）

に
、蘭ら

ん

渓け
い

道ど
う
り
ゅ
う

隆
が

開
山
し
た
と
さ
れ

る
。
開
基
（
資
金
提
供
）
は
片
切
氏

九
代
当
主
為
清
で
、
初
代
為た

め

基も
と

の

居
館
「
蔵く

ろ

人う
ど

屋
敷
」
近
く
に
建
て
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
の
建
長
寺
の
開
山
を
し
た
蘭

渓
道
隆
は
作
庭
で
も
有
名
な
禅
僧
で

あ
り
、
彼
が
造
っ
た
庭
は
７
０
０
年

た
っ
た
今
も
い
く
つ
か
残
っ
て
い

る
。（
近
く
で
は
駒
ヶ
根
・
光
前
寺

本
堂
前
庭
）

　

開
山
よ
り
約
１
０
０
年
後
の
室
町

時
代
・
応
安
六
年（
１
３
７
３
年
）、

枯
山
水
の
作
庭
で
知
ら
れ
る
夢む

窓そ
う

疎そ

石せ
き

の
直
弟
子
・
鑑か

ん
け
い
し
ゅ
う
さ
つ

渓
周
察
が
、
実
際

寺
を
中
興
開
山
し
た
。
そ
の
と
き
の

伽
藍
配
置
は
禅
宗
の
形
式
に
則
っ
た

も
の
で
、
大
門
近
く
に
は
蓮
池
も

あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
実
際
寺

は
、
夢
窓
疎
石
の
法
を
継
い
で
わ
か

り
や
す
い
禅
宗
を
民
衆
に
伝
え
て
栄

え
た
。
寺
の
新
建
時
に
は
、
後
に
京

都
の
天
龍
寺
住
職
と
な
る
春

し
ゅ
ん

屋お
く

妙み
ょ
う
は葩

一
行
が
訪
れ
、
そ
の
詩
作
に
よ
っ
て

関
西
方
面
に
も
実
際
寺
の
名
が
広
め

ら
れ
た
。

　

戦
国
時
代
・
天
正
十
年（
１
５
８
２

年
）、
織
田
軍
の
伊
那
谷
侵
攻
の
際

に
実
際
寺
は
全
焼
し
た
。
わ
ず
か
に

本
尊
の
釈
迦
三
尊
像
と
、
離
れ
た
場

所
に
あ
っ
た
雲
板
、
周
辺
の
石
造

文
化
財
な
ど
が
残
さ
れ
た
。
そ
の

後
寺
は
、
江
戸
時
代
・
元
禄
七
年

（
１
６
９
５
年
）
四
月
に
瑞
応
寺
の

法
孫
・
梅
園
和
尚
に
よ
っ
て
再
興
さ

れ
て
い
る
。

　

開
山
、
中
興
、
全
焼
、
再
興
と
紆

実際寺　舟石
◎明日は結婚式

小路 幸也　著
祥伝社

　明日に結婚式を控えた、信用金
庫勤めの春香と、パン屋の息子で
デザイナーの真平。一組のカップ
ルとその家族がそれぞれ胸に秘め
ていたものとは? 結婚前夜を、当人
とその家族の視点から紡ぐ物語。

新着おすすめ本

◎老いの道楽
曾野 綾子　著
河出書房新社

　家事や料理を日常の道楽にし、
心と身体を健やかに整える。家の
中の不用品を処分して、空いたス
ペースに少し贅沢品を置く…。老
いてこそ輝く、人生の愉しみ方を
伝えるメッセージ集。

◎白光
朝井 まかて　著

文藝春秋
　明治5年、絵師になるため故郷の
笠間（茨城）を飛び出した山下り
ん。己に西洋画の素質があること
を知り、工部美術学校に入学を果
たし…。日本人初のイコン画家・
山下りんの波瀾の生涯を力強く描
く。

◎亜ノ国ヘ
　　 水と竜の娘たち

柏葉 幸子　著
KADOKAWA

　不妊治療の末、離婚した塔子。
帰った故郷で見つけた亡き祖父の
トランクは、異世界への扉だった。
魔力が支配する過酷な世界「亜ノ
国」に飛ばされた塔子は、村の娘
ムリュの世話係を任され…。

◎ミシシッピ冒険記
ダヴィデ・モロジノット　著

岩崎書店
　1904年、ミシシッピ川の河口地
帯で暮らすテ・トワたちは、沼で
拾った3ドルでピストルを買うが、
通販会社から届いたのは壊れた懐
中時計。しかしそれには法外な価
値があり…。スリルと謎にみちた
アメリカ縦断の旅の記録。

余
曲
折
を
た
ど
っ
て
き
た
実
際
寺
で

は
、
舟
石
を
誰
が
ど
の
よ
う
な
形
で

置
い
た
の
か
、
記
録
が
失
わ
れ
て
い

て
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
遠
く
京
の

地
に
ま
で
名
を
は
せ
た
禅
寺
が
こ
こ

に
あ
っ
た
こ
と
を
、
残
さ
れ
た
舟
石

は
伝
え
て
い
る
。

実際寺　庭石
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地域おこし協力隊活動記 vol.86 …それぞれの活動から…

　

梅
雨
が
明
け
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

午
後
の
暑
い
時
間
帯
を
避
け
早
朝
と
夕
方
に
作

業
時
間
を
切
り
替
え
ま
し
た
。朝
か
ら
日
差
し
は

ジ
リ
ジ
リ
と
き
ま
す
が
日
陰
で
風
が
心
地
よ
い

信
州
の
夏
は
ど
こ
か
懐
か
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。

　

６
月
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
収
穫
は
２
週
間
で

３
千
株
を
超
え
、
か
な
り
ハ
ー
ド
で
ギ
リ
ギ
リ

で
し
た
。
直
売
所
で
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回
は
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
の

出
荷
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
も
太
い
も
の
が
出
始
め
９
月

ご
ろ
に
少
し
出
荷
で
き
そ
う
で
す
。

　

８
・
９
月
は
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
を
直
売
所
や

交
流
セ
ン
タ
ー
で
販
売
予
定
で
す
。

　

10
月
収
穫
は
白
ネ
ギ
が
順
調
で
ま
だ
ま
だ
忙

し
い
毎
日
が
続
き
ま
す
。

　

梅
雨
時
期
か
ら
の
雑
草
対
策
は
今
年
も
課
題

で
し
た
が
、
や
は
り
遅
れ
気
味
で
緑
多
め
の
畑

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
っ
と
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

　

写
真
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
小
顔
の
私
で
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
！ 

田
熊
で
す
！

　

７
月
11
日（
日
）ま
で
、「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
に
加
盟
し
て
い
る
町
村
の
特
産
品

が
中
川
村
に
一
堂
に
会
す
る
、
美
し
い
村
の
マ

ル
シ
ェ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

心
の
中
に
少
し
で
も
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
と
連
合
に
加
盟
す
る
町
村
・
地
域
の

存
在
が
残
っ
て
い
た
ら
幸
い
で
す
。

　

個
人
と
し
て
も
、
ほ
か
の
町
村
が
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
持
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
か
を
知
る

い
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
町
村
も
個
性

的
で
、
連
合
の
繋
が
り
は
と
て
も
大
切
な
も
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ほ
か
の
町
村
の
い
い
と
こ
ろ
を
中
川
村
に

合
っ
た
形
で
還
元
で
き
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

平  

本  

信  

一

田  

熊  

清
太
朗

田熊清太朗
（隊員歴１年目）

 主な業務 　
農業観光の振興

平本 信一
（隊員歴２年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

秋山 祐毅
（隊員歴１年目）

 主な業務 　
陣馬形山キャン
プ場の運営

　

個
人
的
に
は
夏
の
キ
ャ
ン
プ
よ
り
冬
の
キ
ャ

ン
プ
の
方
が
好
き
で
す
。
理
由
と
し
て
は
、

①
空
気
が
澄
ん
で
い
て
星
が
き
れ
い
。
②
人
が

少
な
い
。
③
虫
も
少
な
い
。

　

し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
理
由
す
べ
て

夏
の
陣
馬
形
山
キ
ャ
ン
プ
場
に
も
言
え
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
①
夏
で
も
星
は
十
分
き

れ
い
。
②
人
数
制
限
を
設
け
て
い
る
た
め
人
は

少
な
い
。
③
無
防
備
に
過
ご
し
て
い
て
も
蚊
に

い
ま
だ
に
刺
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
確
か
に
ア

ブ
は
多
い
が
、
夕
方
ご
ろ
に
な
る
と
ほ
ぼ
い
な

く
な
る
。
陣
馬
形
山
キ
ャ
ン
プ
場
、
い
い
と
こ

ろ
で
す
ね
。

　

キ
ャ
ン
プ
業
界
は
い
わ
ゆ
る
「
シ
ー
ズ
ン
」

に
突
入
し
て
お
り
、
予
約
状
況
は
連
日
ほ
ぼ
満

員
で
す
。
し
か
し
天
候
へ
の
依
存
が
大
き
い
た

め
、
雨
の
予
報
が
出
る
と
予
約
が
一
気
に
減
っ

た
り
も
し
ま
す
。
雨
の
予
報
だ
け
ど
晴
れ
て
い

る
な
ん
て
日
は
、「
キ
ャ
ン
プ
は
し
た
い
け
ど

…
」
と
い
う
地
元
の
方
に
と
っ
て
は
い
い
日
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
日
で
も
思
い
立
っ
た
が
吉

日
。ぜ
ひ
ぜ
ひ
お
電
話
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

陣
馬
形
山
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
７
０
―
３
１
０
６
―
１
０
５
０
）

秋  

山  

祐  

毅
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「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

オ
ン
ラ
イ
ン
大
学
を
開
催

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係
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中
川
村
も
加
盟
す
る
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
主
催
で
、
美
し

い
村
連
合
に
加
盟
す
る
自
治
体
の
先

進
事
例
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
学
ぶ

『「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
オ
ン

ラ
イ
ン
大
学
』
が
７
月
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
の
講
師
は
、
山
形
県
大
蔵

村
の
加
藤
村
長
が
務
め
、「
大
蔵
村

の
持
続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
」
に
つ

い
て
講
義
い
た
だ
き
ま
す
。
本
村
の

住
民
の
み
な
さ
ん
も
参
加
い
た
だ
け

る
学
習
会
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

９
月
17
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時

▼
開
催
方
法

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

▼
講
師

　

山
形
県
大
蔵
村　
加
藤
正
美　
村
長

▼
講
義
テ
ー
マ

　

大
蔵
村
の
持
続
可
能
な
む
ら
づ
く

り▼
参
加
申
込
期
限

　

９
月
10
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

※
こ
の
学
習
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
す
。
参
加
に
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ネ
ッ
ト
環

境
が
必
要
で
す
。

▼
参
加
申
込
み

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ま
た
は
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

https://form
s.gle/8LcjV

PC
zoud8SZN

67
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
収
入
減
の
方

国
民
年
金
の
免
除
・
納
付
猶
予

申
請
が
で
き
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
収
入
源
と
な
る
業
務

の
喪
失
や
売
上
げ
の
減
少
な
ど
が
生

じ
て
収
入
が
減
少
し
た
方
に
つ
い

て
、
本
人
の
申
告
を
ベ
ー
ス
に
し
た

簡
易
な
手
続
に
よ
り
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
申
請
が
可
能
で
す
。

▼
対
象
の
方

※
次
の
①
②
両
方
に
該
当
す
る
方

①
令
和
２
年
２
月
以
降
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
方

②
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
の
状
況

か
ら
み
て
、当
年
中
の
所
得
見
込
額

が
国
民
年
金
保
険
料
免
除
基
準
相

当
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方

▼
対
象
期
間

　

令
和
２
年
２
月
以
降
の
国
民
年
金

保
険
料
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
令
和

３
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年

７
月
分
か
ら
令
和
４
年
６
月
分
ま
で

と
な
り
ま
す
。

※
学
生
の
方
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
４
月
分
か
ら
令
和
４
年
３
月
分

ま
で
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
（
一
般
）

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
猶
予
申

請
書

・
所
得
の
申
立
書

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
（
学
生
）

・
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例

申
請
書

・
所
得
の
申
立
書

・
学
生
証
の
コ
ピ
ー

▼
申
請
方
法

　

申
請
書
の
提
出
先
は
、
住
民
税
務

課
住
民
係
ま
た
は
年
期
事
務
所
で
す
。

　

申
請
書
な
ど
は
年
金
事
務
所
ま
た

は
住
民
係
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.nenkin.go.jp

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の

期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

住
民
税
務
課
住
民
係
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令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
は
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
受
取
後
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
を
申
し
込
み
、
令
和
３
年
12
月
末

ま
で
に
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
お
買
い
物

を
す
る
こ
と
で
、
上
限
５
，０
０
０

円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
も
期
間
延
長
の
対
象

で
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
方
法

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
、

郵
送
で
の
申
請
の
ほ
か
、
住
民
税
務

課
住
民
係
の
窓
口
で
申
請
で
き
ま

す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
八
乙
女

不
燃
・
粗
大
ご
み
の
受
入
れ

を
停
止
し
ま
す

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室
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ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
八
乙
女
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
工
事
に
伴
い
、
次
の
工
事
期
間

中
は
市
町
村
計
画
収
集
お
よ
び
直
接

搬
入
の
不
燃
・
粗
大
ご
み
の
受
入
れ

が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
工
事
期
間

・
８
月
30
日（
月
）

・
９
月
17
日（
金
）か
ら
９
月
29
日

（
水
）ま
で
の
13
日
間

・
10
月
29
日（
金
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

上
伊
那
広
域
連
合

 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
八
乙
女

TEL 

79
―
８
７
７
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請・

受
取
の
た
め
の
受
付
窓
口
時

間
を
延
長
し
て
い
ま
す

住
民
税
務
課
住
民
係
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平
日
の
開
庁
時
間
に
来
ら
れ
な
い

方
の
た
め
に
、
窓
口
の
受
付
時
間
を

延
長
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
や
受
け
取
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼
延
長
日
と
時
間

　

広
報
折
込
の
「
く
ら
し
の
情
報
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
方

　

本
人
確
認
の
う
え
再
発
行
し
ま
す

の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

　

延
長
時
間
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
申
請
・
交
付
の
み
行
い
、
住
民

票
な
ど
の
証
明
書
は
発
行
で
き
ま
せ

ん
。
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粗
大
ご
み・小
型
家
電・水
銀

使
用
製
品
を
収
集
し
ま
す

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
62

　

家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
粗
大
ご

み
・
小
型
家
電
・
水
銀
使
用
製
品
（
体

温
計
・
温
度
計
・
血
圧
計
）
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　

９
月
11
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
10
時

▼
場
所

　

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

▼
回
収
方
法

・
粗
大
ご
み
は
有
料
、
小
型
家
電
・

水
銀
使
用
製
品
は
無
料
で
収
集
し

ま
す
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
該
当
す
る

５
品
目
（
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
）

を
処
分
す
る
場
合
は
、
郵
便
局
で

「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
」
を
購
入

し
、
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
水
銀
使
用
製
品
（
体
温
計
・
温
度

計
・
血
圧
計
）
は
、
破
損
し
て
い

る
場
合
、
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
収
集
の
流
れ
な
ど
、
詳
し
く
は
広

報
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

井
戸
水
検
査
を
実
施
し
ま
す

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
62

　

家
庭
で
井
戸
を
ご
使
用
の
方
、
お

持
ち
の
方
を
対
象
に
検
査
を
行
い
ま

す
。
飲
用
水
に
必
要
な
11
項
目
に
つ

い
て
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

▼
申
込
期
間

　

８
月
30
日（
月
）～
９
月
10
日（
金
）

※
井
戸
水
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
期
間
内
に
検
査
容
器
を
建
設

環
境
課
環
境
水
道
室
ま
で
受
け
取

り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
日

　

９
月
13
日（
月
）

※
当
日
、
午
前
中
に
採
水
し
、
12
時

ま
で
に
建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

へ
検
査
容
器
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▼
料
金

　

一
検
体
あ
た
り
６
，６
０
０
円

※
料
金
は
検
査
日
に
徴
収
し
ま
す
。

▼
検
査
期
間

　

検
査
日
か
ら
10
日
程
度

▼
検
査
機
関

　

一
般
社
団
法
人
上
伊
那
薬
剤
師
会

計
量
器
定
期
検
査
を実施

し
ま
す

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

TEL 

96
―
０
６
５
８

　

取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
は
か

り（
質
量
計
）は
、
使
用
中
の
精
度
を

確
認
す
る
た
め
に
、
２
年
に
１
回
定

期
検
査
を
行
う
こ
と
が
計
量
法
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
は
か
り
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
は
忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時

　

９
月
２
日（
木
）午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時

▼
検
査
場
所

　

中
川
村
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

（
チ
ャ
オ
南
側 

旧
Ｊ
Ａ
片
桐
支
所
）

▼
検
査
対
象

・
商
品
の
売
買
、
農
家
の
出
荷
、
そ

の
他
業
務
上
使
用
さ
れ
る
は
か
り

※
た
だ
し
、
定
期
検
査
に
代
わ
る
計

量
士
に
よ
る
検
査
に
合
格
し
免
除

届
を
提
出
し
た
も
の
を
除
き
ま
す
。

・
病
医
院
、
官
公
庁
、
学
校
お
よ
び

保
育
園
の
体
重
測
定
な
ど
公
的
な

計
量
並
び
に
医
薬
品
の
調
剤
な
ど

の
計
量
に
使
用
さ
れ
る
は
か
り

▼
持
ち
物

・
検
査
器
物（
お
も
り
、分
銅
と
も
）

・
検
査
手
数
料

※
種
類
・
大
き
さ
で
異
な
る
の
で
、

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
定
期
検
査
対
象
の
例

・
商
店
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
使
用
す

る
取
引
用
の
は
か
り

・
工
場
な
ど
で
、
材
料
購
入
、
製
品

販
売
、
出
荷
製
品
サ
ン
プ
ル
検
査

な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

・
飲
食
店
な
ど
で
、
メ
ニ
ュ
ー
に
グ

ラ
ム
表
示
の
あ
る
飲
食
物
を
計
量

す
る
は
か
り
な
ど

▼
そ
の
他

　

持
ち
込
む
際
は
、
は
か
り
に
付
着

し
た
粉
や
水
分
、
ほ
こ
り
な
ど
を
落

と
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

中
川
村
景
観
審
議
会
の

公
募
委
員
を
募
集

建
設
環
境
課
建
設
係
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線
61

　

中
川
村
の
美
し
い
景
観
が
村
民
共

有
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
み
ん
な
で
守
り
、
育
て
、
さ
ら

に
活
か
し
て
い
く
た
め
、
村
で
は
平

成
26
年
３
月
に
「
中
川
村
美
し
い
村

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、
美
し
い

村
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
川
村
美
し
い
村
づ
く
り
条
例
で

は
、
良
好
な
環
境
お
よ
び
景
観
の
形

成
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
調
査
・

審
査
す
る
た
め
、
中
川
村
景
観
審
議

会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

公
募
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

景
観
審
議
会
の
委
員
の
一
部
を
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
公
募
し
ま
す
。

▼
応
募
で
き
る
方

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上

の
方

▼
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

▼
会
議
の
開
催
予
定

　

原
則
と
し
て
毎
年
度
１
回

▼
募
集
人
数

　

２
人
以
内

▼
募
集
期
間　

※
必
着

　

８
月
23
日（
月
）～
９
月
17
日（
金
）

▼
委
員
報
酬

　

３
，
３
０
０
円

 

（
会
議
１
回
あ
た
り
）

▼
応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
次
の
宛
先
へ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
建
設
環
境
課
の
窓
口

に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

・
郵
送

　

〒
３
９
９
―
３
８
９
２

　

中
川
村
大
草
４
０
４
５
―
１

 

建
設
環
境
課
建
設
係

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

88
―
３
８
９
０

・
Ｅ
メ
ー
ル

k
en

setsu
@

v
ill.n

ag
an

o-
nakagaw

a.lg.jp

▼
選
考
方
法

　

申
込
書
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

太
田　

き
ね
子
さ
ん　
（
上
前
沢
）

　
　
　
　
　
　
（
93
歳
）

　

桐　

美
惠
さ
ん　
　
（
柏　

原
）

　
　
　
　
　
　
（
95
歳
）

　

下
平　

安
惠
さ
ん　
　
（
渡　

場
）

　
　
　
　
　
　
（
87
歳
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

菅
沼　

銀ぎ
ん

士し

く
ん　
　
（
中　

組
）

 

（
貴
裕
・
美
香
さ
ん
）

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護

学
院
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

TEL 

72
―
２
８
５
６

　

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

で
は
、
令
和
４
年
度
入
学
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

40
人

▼
修
学
年
限　

２
年

▼
願
書
受
付

　

10
月
１
日（
金
）～
29
日（
金
）

▼
受
験
料

　

１
０
，０
０
０
円

▼
入
学
試
験
日

　

11
月
13
日（
土
）

▼
試
験
科
目

　

国
語
・
数
学
・
面
接（
該
当
者
）

▼
所
在
地

　

〒
３
９
６
―
０
０
１
４

　

伊
那
市
狐
島
４
１
７
６
番
地

　

上
伊
那
医
師
会
附
属
准
看
護
学
院

▼
資
料
請
求
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し

て
、
94
円
切
手
を
同
封
し
、
郵
便
に

て
請
求
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接
学

院
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
度
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

 

相
談
・
検
査
を
行
い
ま
す

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

TEL 

76
―
６
８
３
７

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
相
談
・
検
査
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
相
談
検
査
日
時

　

毎
月
第
４
火
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分（
予
約
制
）

▼
場
所

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所　

診
察
室

▼
対
象
者

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）

の
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

※
過
去
に
肝
炎
の
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
方
、
肝
疾
患
の
治
療
歴

が
あ
る
方
、
健
康
診
断
の
目
的
の

方
は
除
き
ま
す
。

▼
費
用

　

個
別
相
談
の
結
果
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
（
Ｂ
型
、
Ｃ
型
）
検
査
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
方
に
つ
い
て
は
無
料
で

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

 

健
康
づ
く
り
支
援
課

「
く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会
」

 

を
開
催
し
ま
す

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

TEL 

76
―
６
８
３
７

　

家
庭
問
題
、
失
業
、
倒
産
、
多
重

債
務
等
に
つ
い
て
弁
護
士
が
法
律
相

談
に
応
じ
、
あ
わ
せ
て
保
健
師
に
よ

る
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

完
全
予
約
制
で
、
相
談
時
間
は
、

１
件
に
つ
き
１
時
間
で
す
。

▼
相
談
日
程

令
和
３
年

　

９
月
１
日（
水
）、
８
日（
水
）

　
　
　

15
日（
水
）、
22
日（
水
）

　

12
月
１
日（
水
）、
８
日（
水
）

　
　
　

15
日（
水
）、
22
日（
水
）

令
和
４
年

　

３
月
３
日（
木
）、
10
日（
木
）

　
　
　

17
日（
木
）、
24
日（
木
）

▼
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

▼
費
用　

無
料

▼
申
し
込
み
期
限

　

各
相
談
日
の
前
の
週
の
金
曜
日
ま

で
で
す
。

※
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

※
予
約
せ
ず
に
来
所
さ
れ
た
場
合
は

相
談
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
電

話
に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先
・
お
申
し
込
み
先

　

伊
那
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
づ
く
り
支
援
課

文化センター自主事業

サンドアート・ライブ～砂と音が織りなす調和の時～
◆日　時　９月４日（土）　午後6時30分開演　（6時00分開場）
◆会　場　中川文化センター
◆入場料　一　　　般 　2,000円
　　　　　高校生以下　 1,500円

※全席指定
※未就学児の入場は不可

今後、長野県南信地域で新型コロナウイルスの感染が拡大した場合は、公演を延期または
中止する場合があります。
詳しくは村ホームページをご覧ください。　　　　　　　　中川村教育委員会　TEL88-1005



　松枯れによって今年６月に村の天然記念物の指定が
取り消され、伐採の準備が進められてきた石神の松（三
共地区）が、このたび伐採されました。
　作業は委託を受けた上伊那森林組合が実施し、高さ
７メートルもの幹から四方に伸びた巨枝を徐々に切
断。28日の午前10時頃には幹（胴回り約3.24メート
ル）が切り倒されました。
　多くの住民のみなさんに見守られ、無事に作業を終
えました。切り株の周辺には多数の新芽が確認されて
いて、今後の生育と息の長い保全活動が期待されます。
　なお、伐採枝の一部は燻蒸処理が施され、村教育委
員会にて活用が検討されています。

７/27（火）、28（水）

石神の松、歴史に幕

　中川村水神祭が中通配水池で行われました。上下水道運営
審議会委員などの関係者約10人が出席し、神事を執り行いま
した。
　出席者はお清めや玉串奉

ほうてん
奠などを行い、１年間の無事故と

安定した水道水の供給を祈りました。

７/21（水）

村営水道の安定供給を祈りました
　「ブッポウソウの里の会」によるブッポウソウの観察会が開
催され、西小学校４年生が参加しました。
　児童たちは、桑原、柳沢、渡場地区の巣箱を設置してある場
所を回りながら、里の会の方から保護活動についての話を聞
き、保護活動の大切さを学びました。

７/７（水）

ブッポウソウの保護活動を通して

　保育園の夏祭りが、みなかたと片桐の両園で行われました。
　お祭りは手作りのおみこしを担いでスタート。この日を楽
しみにしていた園児たちの元気いっぱいの掛け声が園庭に響

きました。また、会場にはたくさんの出店やゲームコーナー
が並び、園児たちは思い思いの店に立ち寄って、夏の一日を
楽しんでいました。

７/16（金）　元気いっぱい！夏祭り

みなかた保育園 片桐保育園

むらのできごと
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■
発

行
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野
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〔

Ｕ
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〕https://w
w

w
.vill.nakagaw

a.nagano.jp/
〔

Ｅ
メ

ー
ル

〕info@
vill.nagano-nakagaw

a.lg.jp
■

編
集

　
広

報
編

集
委

員
会

　
　

■
印

刷
　

龍
共

印
刷

株
式

会
社

２
０
２
１
年

（
令
和
３
年
）

⑧

再生紙を使用
しております

緊急情報等配信メール
スマートフォンなどでかんたんアクセス！
村・学校からのお知らせや緊急情報をメールで受け
取ることができます。

中川村の人口 【８月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,778人（+1）	 2,275人（±0）	 2,503人（+1）	 	1,682世帯（+5）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

へ未来 なかがわ vol.40

　陣馬形山は夏の行楽シーズンを
迎え、賑わいを見せています。
　今年度からキャンプの予約制・
有料化が開始され、それまでの過
剰な混雑が解消されました。
　来訪者同士で適正な距離を保ち
ながら、各々快適な時間を過ごし
ています。
　見物のみの利用は引き続き予約
不要・無料で、山頂からの伊那谷
を見下ろす絶景を楽しむ方も多く
来られます。

陣馬形山の賑わい

●井
い

 澤
さわ

 聖
せ

 奈
な

 さん（中央）
飯田OIDE長姫高等学校３年（17歳）

― 高校生活はどうですか。
　電気電子科の私は男子36人、女子１人のクラ
スメイトと実技を通して専門的な技術を学び、
マイコンカーを製作し走らせたり、資格の取得
をしたりと楽しく刺激的な高校生活を送ってい
ます。

― 今頑張っていることは何ですか。
　吹奏楽部に入り、中学の時にもやっていたア
ルトサックスを続け、「molto forte,enjoy,
practice」を目標に日々頑張っています。また、
更に国家資格の取得ができるよう努力をしてい
ます。

― 10年後どうなっていたいですか？
　一人でも多くの人の心に響くようなメッセー
ジを届けられる人になっていたいです。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　天の中川河川公園周辺です。
　子供の頃から慣れ親しんだ場所で私に安心と
元気をくれるからです。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　自然に恵まれた美しい景色を守り続けて欲し
いです。
　そして「made in 中川」の物が更に増えて
いたらいいなと思います。

同じクラスの
愉快な仲間たち
※前列右から
　１人目。

吹奏楽の写真  ※前列右から３人目。

マイコンカー大会のインタビュー

今月のトピック


